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９月１６日（日）から就職試験が始まりました。１１月５日（月）現在で、内定をいただいた企業を

紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

２年生の３学期から本格的に始まった面接練習や放課後の補習など、日々の絶え間ない努力によ

り、就職希望者全員が内定を勝ち取りました。今後は、卒業までの残り４ヶ月をいかに過ごすか、

きちんと計画を立てて実行に移すことが大切になってきます。 

 

厳しい内定状況･･･ 
依然尾を引く世界的不況に加え、東日本大震災の影響により、本年度も厳しい内定状況となって

います。以下に９月末時点における県内の内定状況を紹介します。全体で 32.9％と昨年度よりは良

くなってはいますが、決して高い数字ではありません。また、男女別で見てみると男子が 38.2％に

対して女子は 24.7％、県内外別で見ると県内企業は 26.3％に対して県外企業は 50.9％となってい

ます。男子より女子が、県外企業への就職より県内企業への就職が厳しい状況になっています。 

 

＜長崎県高等学校卒業予定者の就職内定状況（９月末現在）＞ 

 

 

 

 

 

厳しい状況をいかにして乗り切るか。各企業の人事担当者は共通して、面接の出来が合否を左右

すると言っています。また評定や欠席状況なども採用に影響すると言われます。定期考査や日々の

課題に真剣に取り組むこと、また先生との会話や部活動では正しい礼儀作法を心がけ、実践してい

きましょう。 

 今の自分の行動が、明日の自分、来年の自分、将来の自分をどう変えていくのか。 

より現実的かつ具体的に考えられる者が最終的には勝利します。 

 

 

 

 
  １・２年生の皆さんは１０月２７日（土）・２８日（日）に対外実力試験を受験しました。校内採点の

結果が出ましたが、この結果をどのように捉えていますか？対外実力模試とは、現段階での自分の学力

を客観的に測るものとして重要ですが、模試後の復習をきちんとするかどうかが最も大切です。各業者

とも詳しい解答・解説集を準備しています。これを十分に活用できていないとしたら、非常にもったい

ないことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尚、基本的に、対外実力試験は有料です。そのお金は保護者の方が負担してくれます。保護者の方へ

の感謝を忘れず、この投資を無駄にしないように、今後の学習にプラスになるものを必ずつかんでくだ

さい。 

 

進路に関する質問があれば、下の質問事項に記入し、切り取って担任まで渡してください。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・切り取り線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＜質問事項＞ 

 

（  ）年（  ）組（  ）番  生徒氏名（            ） 

 

・社会福祉法人サンライフ（１名） 

・シンダイ株式会社（１名） 

・稲垣工業株式会社（１名） 

 

一昨年度内定率 

31.2％ 

今年度内定率 

32.9％ 

昨年度内定率 

31.3％ 

配布された解答・解説集に目を通す。 

①完璧に理解して正解できた問題 

②たまたま正解していた問題 

③よくわからなかった問題の３つに問題を分類する。 

②、③を中心に訂正ノート作成に取り組む。 

・解説を見ながら、もう一度解いてみる。 

・使用されていた構文・表現を書き出してみる。 

・重要語句、年号・出来事などを整理してみる。 

※各教科によって復習の仕方は異なります。教科担当の先生に聞いてみましょう。 

 時間的な余裕がある時に、もう１回ノートを振り返ってみる。そのためにも、見や

すいノート作り、もう一度見たくなるようなノート作りが必要ですね。 


